
 

３
地
区
合
同 

避
難
所
訓
練

し
た
。
避
難
所
で
起
こ
り
う
る
問

題
や
、
心
構
え
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
簡
単
な
ト
イ
レ
の
作
り
方
を

教
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

訓
練
の
指
導
を
し
た
安
原
地
区

防
災
部
連
合
会
長
の
日
野
和
俊
さ

ん
は
「
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の

高
さ
を
感
じ
た
。
今
日
の
経
験
と

反
省
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

安
原
地
区
公
民
館
運
営
委
員
会

と
町
内
公
民
館
館
長
会
主
催
の
合

同
視
察
研
修
と
し
て
、
３
月
16
日

に
山
梨
県
立
美
術
館
を
26
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

同
美
術
館
は
今
年
開
館
40
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
建
設
の
構
想
中
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
ミ
レ
ー
の
２
作

品
が
出
品
さ
れ
、
農
民
を
描
い
た

絵
画
は
農
業
県
の
山
梨
県
に
ふ
さ

わ
し
い
と
し
て
落
札
さ
れ
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ミ
レ
ー
の

仲
間
で
あ
る
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作

品
と
と
も
に
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
親
し

み
や
す
く
、
見
る
人
の
心
を
穏
や

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
大
久

保
久
雄
さ
ん
に
よ
る
作
品
の
背
景

や
人
物
の
モ
デ
ル
な
ど
の
解
説
を

聞
き
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

40
周
年
春
の
企
画
展
で
は
、
横

山
大
観
な
ど
有
名
作
家
や
、
山
梨

県
ゆ
か
り
の
画
家
の
掛
軸
、
襖
絵
、

屏
風
か
ら
現
代
絵
画
ま
で
、
幅
広

い
作
品
の
数
々
を
鑑
賞
。
心
豊
か

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

研
修
で
し
た
。

よ
る
発
災
放
送
が
流
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
町
会
ご
と
に
避
難
し
て
く

る
住
民
を
受
け
入
れ
、
運
営
に
あ

た
っ
て
の
重
要
項
目
の
確
認
を
し

ま
し
た
。

　

避
難
者
の
名
簿
づ
く
り
か
ら
始

ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、

掲
示
板
に
よ
る
広
報
活
動
、
配
食

な
ど
を
実
際
に
行
い
ま
し
た
。

　

防
災
講
座
で
は
、
身
近
に
あ

る
竿
や
毛
布
な
ど
を
使
っ
て
救

出
、
搬
送
す
る
方
法
を
体
験
し
ま

　

城
東
、
城
北
、
安
原
地
区
の
避

難
所
訓
練
が
３
月
18
日
、
旭
町
小

学
校
で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
想
を
大
幅
に
超
え
る
３
０
０
人

余
り
の
地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

午
前
８
時
30
分
に
震
度
７
の
地

震
が
発
生
、
市
内
全
域
で
家
屋
倒

壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断
と
の
災

害
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
災

害
対
策
本
部
よ
り
避
難
所
開
設
指

示
が
出
さ
れ
、
防
災
行
政
無
線
に

　

信
大
中
央
図
書
館
は
松
本
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
ま

す
。
約
53
万
冊
の
蔵
書
を
誇
り
、

大
学
の
教
育
研
究
を
支
え
る
と
と

も
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

創
立
70
周
年
と
、
前
身
で
あ
る

旧
制
松
本
高
校
の
開
学
１
０
０
周

年
を
来
年
に
控
え
た
記
念
と
し

て
、
教
授
陣
が
研
究
内
容
な
ど
を

市
民
や
学
生
に
分
か
り
や
す
く
語

る
企
画
「
昼
ど
き
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
回
は
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

の
福
島
正
樹
特
任
教
授
が
「
信
州

大
学
誕
生
」
を
テ
ー
マ
に
語
り
ま

し
た
。「
な
ぜ
『
信
州
』
か
」
を
副

題
に
、
同
教
授
は
他
の
国
立
大
学

の
多
く
が
都
道
府
県
名
を
用
い
て

い
る
が
、
信
大
だ
け
は
「
信
州
」

と
名
乗
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る

経
過
を
説
明
。
文
献
類
を
紹
介
し

な
が
ら
「
校
名
で
も
め
た
形
跡
が

な
い
。
長
野
県
が
背
負
っ
て
き
た

歴
史
そ
の
も
の
が
大
学
名
に
な
っ

た
」
と
考
察
。「
そ
こ
に
は
先
人

の
営
み
が
詰
ま
っ
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

同
図
書
館
は
３
年
前
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
１
階
の

自
由
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。
お
び
た
だ
し
い
蔵
書
群

の
ほ
か
、
国
内
有
数
の
山
岳
関
係

資
料
を
集
め
た
「
小
谷
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
や
、
彫
刻
家
、
挿
絵
画

家
で
も
あ
り
、
地
元
と
の
ゆ
か
り

が
深
い
芸
術
家
、
石
井
鶴
三
に
関

す
る
「
石
井
鶴
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

松
本
市
図
書
館
な
ど
自
治
体
図

書
館
と
も
連
携
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
な
ど
時
代
に
即
し
た
機
能
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
中
央
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
の
図
書
企

画
幹
、
石
坂
憲
司
さ
ん
は
「
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
開
か

れ
た
施
設
と
し
て
、
気
軽
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

大久保さんの解説に熱心に耳を傾けた研修

消防職員による搬送訓練
を見守る地元の人たち

開かれた施設として
活用される図書館

　
信
州
大
学
中
央
図
書
館

信
大
キ
ャ
ン
パ
ス

探
検
隊
⑤

安
原
地
区
公
民
館

～
安
原
地
区
合
同
視
察
研
修
～

ミ
レ
ー
の
絵
画
を
堪
能
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「
安
原
地
区
公
民
館
に

　
絶
滅
危
惧
種
の
チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ
」

　

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
の
多
年
草

で
、
昔
は
全
国
各
地
に
分
布
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
絶
滅
危
惧
種

と
さ
れ
る
丁
字
草
（
チ
ョ
ウ
ジ
ソ

ウ
）
が
わ
が
安
原
地
区
公
民
館
の

花
壇
で
育
っ
て
い
ま
す
。

　

花
は
星
形
の
淡
い
青
色
、
気
品

あ
ふ
れ
る
高
貴
な
花
で
す
。
湿
地

を
好
む
た
め
、
河
川
の
護
岸
工
事

で
生
育
地
が
荒
ら
さ
れ
激
減
が
危

惧
さ
れ
る
植
物
で
す
。

　

さ
し
芽
で
簡
単
に
増
や
す
こ
と

が
可
能
で
す
。
乾
燥
に
弱
い
の
で
、

水
持
ち
の
よ
い
水
ゴ
ケ
、
ピ
ー
ト

モ
ス
、
鹿
沼
土
を
混
ぜ
た
用
土
に

植
え
付
け
ま
す
。

　

春
か
ら
秋
ま
で
い
つ
で
も
さ
し

芽
が
で
き
ま
す
。
苗
を
増
や
し
て

絶
滅
危
惧
種
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
が

し
た
い
で
す
ね
。

公民館で育つチョウジソウ

愛情込めて味噌づくりに取り組む参加者たち

旭町中学校教頭に着任した
   石原　秀樹さん

所
で
半
年
間
熟
成
さ
せ
ま
す
。
同

じ
材
料
で
も
ど
れ
一
つ
同
じ
味
は

な
く
、
自
分
の
が
一
番
お
い
し
い

「
手
前
味
噌
」
が
で
き
あ
が
る
そ

う
で
す
。

　

地
区
公
民
館
初
め
て
の
お
味
噌

づ
く
り
講
座
が
、
丸
正
醸
造
の
指

導
に
よ
り
２
月
28
日
に
開
催
さ

れ
、
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ポ
リ
袋
に
２
㎏
分
の
材
料
の
ゆ

で
て
つ
ぶ
し
た
大
豆
、
麹
、
塩
、

水
、
種
味
噌
を
入
れ
て
輪
ゴ
ム
で

閉
じ
、
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
体
重
を

か
け
て
手
の
ひ
ら
で
押
し
て
も
ん

で
い
き
ま
す
。
耳
た
ぶ
程
度
の
硬

さ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
空
気
を
抜

い
て
袋
を
閉
じ
直
し
て
作
業
完
了

で
す
。
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
冷
暗

　

旭
町
中
学
校
教
頭
の
石
原
秀
樹

先
生
は
、
中
高
一
貫
校
の
長
野
県

屋
代
高
校
附
属
中
学
校
か
ら
４
月

に
着
任
し
ま
し
た
。

　

生
徒
数
３
３
２
人
の
旭
町
中
学

校
の
生
徒
は
、
規
律
正
し
い
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
る
と
胸
を
張
っ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
「
一
生
懸
命
に

過
ご
せ
る
時
間
が
送
れ
る
よ
う
な

人
」「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
協
同
し
、

協
力
し
て
で
き
る
人
」「
松
本
や

地
域
を
背
負
っ
て
い
け
る
人
」
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
語
り
ま
す
。

　

教
頭
職
と
し
て
、
生
徒
た
ち
や

先
生
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
で

き
る
学
校
に
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
単
身
赴
任
中
。
上
田
市
真

田
町
の
自
宅
に
、
妻
と
二
人
の
子

ど
も
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
休
日

に
家
族
と
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
温

泉
に
行
っ
た
り
す
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

運
営
委
員

　
　

◎
小
山　

俊
樹　
（
東
ノ
丁
）

　
　

○
中
野　

孝
之　
（
萩　

町
）

　
　
　

中
田　

金
一　
（
袋　

町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　
　

澤
柳　

清
一　
（
天
白
町
）

　
　
　

築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　
　

草
深　

邦
子　
（
新　

町
）

　
　
　

中
原　

佳
代　
（
中
原
町
）

文
化
委
員

　
　

◎
澤
柳　

清
一　
（
天
白
町
）

　
　

○
金
井　

俊
二　
（
両
下
町
）

　
　
　

小
松　

清
人　
（
中
原
町
）

　
　
　

伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　
　

榮　
　

幸
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

河
西　

眞
次　
（
中
ノ
丁
）

　
　
　

小
澤　
　

驍　
（
安
原
町
）

　
　
　

望
月
た
か
子　
（
中
ノ
丁
）

館
報
編
集
委
員

　
　
◎
伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　

○
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

鳥
羽　

啓
路　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

山
本　

綾
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

村
山　

昌
夫　
（
新　

町
）

　
　
　

清
水　

淳
美　
（
中
原
町
）

※
全
市
版
担
当

　
　
　

大
和　
　

靖　
（
新　

町
）

図
書
委
員

　
　

◎
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　

○
石
田　

千
鶴　
（
中
原
町
）

　
　
　

西
澤
真
利
子　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
島
真
由
美　
（
天
白
町
）

　
　
　

赤
羽　

真
爾　
（
旭　

町
）

体
育
委
員

　
　
◎
築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　

○
丸
山　

善
広　
（
安
原
町
）

　
　
　

小
澤　
　

驍　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
村　

道
子　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

三
浦　

弘
子　
（
両
下
町
）

民
生
・
児
童
委
員
紹
介

　
　
◎
草
深　

邦
子　
（
新　

町
）

　
　

○
高
橋　

芳
子　
（
元
原
町
）

　
　

○
廣
瀬　

知
子　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

降
矢　

美
枝　
（
元
原
町
）

　
　
　

吉
川　

明
子　
（
元
原
町
）

　
　
　

浅
川
公
美
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

小
林　

伸
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

小
林　

昌
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

丸
山
美
佐
子　
（
安
原
町
）

　
　
　

太
田
眞
由
美　
（
旭　

町
）

　
　
　

百
瀬　

好
子　
（
両
下
町
）

主
任
児
童
委
員

　
　　
飯
沼　

友
子　
（
萩　

町
）

◎
…
委
員
長
○
…
副
委
員
長

町
内
公
民
館
長
紹
介

　
　

◎
小
山　

俊
樹　
（
東
ノ
丁
）

　
　

○
伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　
　

辻
本　

和
久　
（
新　

町
）

　
　
　

吉
澤　
　

孝　
（
袋　

町
）

　
　
　

保
科　

守
宏　
（
安
原
町
）

　
　
　

堀
江　
　

睦　
（
天
白
町
）

　
　
　

湯
本　

智
章　
（
中
ノ
町
）

　
　
　

西
澤　

道
繁　
（
両
下
町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

吉
川　
　

進　
（
旭　

町
）

　
　
　
中
原　

國
友　
（
中
原
町
）

◎
…
会
長
○
…
副
会
長（
カ
ッ
コ
内
は
地
元
町
会
）

平
成
30
年
度
安
原
地
区

公
民
館
委
員
紹
介

熟
成
が
心
待
ち

お
味
噌
づ
く
り

初
め
ま
し
て
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